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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】紫外線を照射する装置構成が簡易で、人体の影

響を低減して殺菌効果の高い携帯用紫外線殺菌装置を提

供する。

【解決手段】携帯用紫外線殺菌装置１０は、大人の手の

平サイズのケーシング本体１２の照射穴１４から殺菌作

用を有する波長とオゾンガスを発生する波長を主波長と

し、線量３０ｍＪ／ｃｍ
２

の紫外線を照射する紫外線照

射部２０と、照射穴１４を開放又は覆って照射する波長

を切り替えるフィルター３０と、を備えた。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 大 人 の 手 の 平 サ イ ズ の ケ ー シ ン グ 本 体 の 照 射 穴 か ら 殺 菌 作 用 を 有 す る 波 長 と オ ゾ ン ガ ス

を 発 生 す る 波 長 を 主 波 長 と し 、 線 量 ３ ０ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ
２

の 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 照 射 部 と

、

　 前 記 照 射 穴 を 開 放 又 は 覆 っ て 照 射 す る 前 記 波 長 を 切 り 替 え る フ ィ ル タ ー と 、

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 フ ィ ル タ ー は 、 ２ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 遮 断 す る 石 英 ガ ラ ス 製 で あ る こ と を 特 徴 と

す る 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 身 近 の 対 象 物 に 紫 外 線 を 照 射 し て 殺 菌 す る 携 帯 用 の 紫 外 線 殺 菌 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス （ Ｃ Ｏ Ｖ Ｉ Ｄ － １ ９ ） な ど の ウ ィ ル ス 感 染

の 拡 大 を 防 ぐ 手 段 と し て 、 う が い 、 手 洗 い 、 ア ル コ ー ル 消 毒 が 有 効 な 手 段 と し て 慣 用 化 し

て い る 。 日 常 生 活 に お い て は ド ア ノ ブ 、 手 す り 、 押 ボ タ ン 、 タ ッ チ ス ク リ ー ン な ど の モ ノ

に 接 触 す る 場 面 が 多 々 あ る が ウ ィ ル ス 付 着 の リ ス ク が あ る と 知 り つ つ 安 易 に 触 れ て し ま う

こ と が 多 い 。

　 従 来 、 モ ノ に 触 れ る 前 に 直 接 触 れ る こ と な く 短 時 間 の 紫 外 線 照 射 で 殺 菌 で き る ハ ン デ ィ

タ イ プ の 殺 菌 装 置 が あ る 。 一 例 と し て 特 許 文 献 １ に 開 示 の 装 置 は 、 装 置 本 体 か ら 殺 菌 作 用

を 有 す る 紫 外 線 又 は ／ 及 び オ ゾ ン ガ ス を 放 射 す る 放 射 部 が 伸 縮 自 在 と な り 、 手 が 届 か な い

高 所 、 機 器 等 の 狭 い 隙 間 、 コ ー ナ ー 部 分 な ど で あ っ て も 殺 菌 す る こ と が で き る 。

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 の 装 置 は 、 ２ 種 類 の 波 長 を 照 射 す る １ つ の 紫 外 線 ラ ン

プ の う ち １ 種 類 の 波 長 の み 照 射 す る こ と が で き ず 、 波 長 の 異 な る ２ 種 類 の 紫 外 線 ラ ン プ を

装 置 本 体 に 配 置 し な け れ ば な ら な い 。 こ の た め 装 置 の 配 線 構 成 が 複 雑 か つ 装 置 全 体 が 高 コ

ス ト 化 し て し ま う 。 ま た 強 い 線 量 の 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ の 紫 外 線 を 照 射 す る 場 合 に は 人 体 に 悪

影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ９ １ ３ ４ ０ ３ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 紫 外 線 を 照 射 す る 装

置 構 成 が 簡 易 で 、 人 体 の 影 響 を 低 減 し て 殺 菌 効 果 の 高 い 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 を 提 供 す る

こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 考 案 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 、 大 人 の 手 の 平 サ イ ズ の ケ ー シ

ン グ 本 体 の 照 射 穴 か ら 殺 菌 作 用 を 有 す る 波 長 と オ ゾ ン ガ ス を 発 生 す る 波 長 を 主 波 長 と し 、

線 量 ３ ０ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ
２

の 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 照 射 部 と 、

　 前 記 照 射 穴 を 開 放 又 は 覆 っ て 照 射 す る 前 記 波 長 を 切 り 替 え る フ ィ ル タ ー と 、

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 １ の 手 段 に よ れ ば 、 使 用 場 面 に 応 じ て 効 果 的 な 紫 外 線 の 波 長 を 選 択 で き 、 か つ 人

体 の 影 響 を 低 減 し た 線 量 の 紫 外 線 で 殺 菌 性 の 高 い 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 を 提 供 で き る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 考 案 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 第 １ の 手 段 に お い て 、 前 記 フ

ィ ル タ ー は 、 ２ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 を 遮 断 す る 石 英 ガ ラ ス 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 携 帯

用 紫 外 線 殺 菌 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ２ の 手 段 に よ れ ば 、 対 象 物 へ 紫 外 線 の 直 接 照 射 に よ る 殺 菌 作 用 と 、 対 象 物 の 側 面

な ど 直 接 紫 外 線 を 照 射 で き な い 箇 所 の オ ゾ ン ガ ス に よ る 酸 化 殺 菌 作 用 を 使 用 対 象 に よ っ て

切 り 替 え る こ と が で き る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 考 案 に よ れ ば 、 使 用 場 面 に 応 じ て 効 果 的 な 紫 外 線 の 波 長 を 選 択 で き る 。

　 ま た 線 量 の 弱 い 紫 外 線 で 人 体 の 影 響 を 低 減 で き 安 全 性 を 確 保 で き る 。

　 細 菌 細 胞 ウ ィ ル ス の Ｒ Ｎ Ａ 塩 基 鎖 破 断 破 壊 に よ る 殺 菌 又 は ／ 及 び オ ゾ ン ガ ス の 発 生 に よ

る 酸 化 殺 菌 を 用 い た 殺 菌 性 の 高 い 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 を 提 供 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 本 考 案 の 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 考 案 の 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 考 案 の 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 以 下 詳 細 に

説 明 す る 。

　 図 １ は 、 本 考 案 の 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 本 考 案 の 携 帯 用

紫 外 線 殺 菌 装 置 １ ０ は 、 大 人 の 手 の 平 サ イ ズ の ケ ー シ ン グ 本 体 １ ２ の 照 射 穴 １ ４ か ら 殺 菌

作 用 を 有 す る 波 長 と オ ゾ ン ガ ス を 発 生 す る 波 長 を 主 波 長 と し 、 線 量 ３ ０ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ
２

の 紫

外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 照 射 部 ２ ０ と 、 前 記 照 射 穴 １ ４ を 開 放 又 は 覆 っ て 照 射 す る 前 記 波 長

を 切 り 替 え る フ ィ ル タ ー ３ ０ と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。

　 ケ ー シ ン グ 本 体 １ ２ は 大 人 の 手 の 平 サ イ ズ の プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 製 の 筐 体 で あ り 、 携 帯 性

が あ る 。 ま た 本 体 に ス ト ラ ッ プ １ ３ を 付 け る こ と に よ り 持 ち 運 び が 容 易 と な る 。 ケ ー シ ン

グ 本 体 １ ２ の 表 面 に は 後 述 す る 紫 外 線 照 射 部 ２ ０ の 照 射 穴 １ ４ を 配 置 し て い る 。 ま た ケ ー

シ ン グ 本 体 １ ２ の 側 面 に は 紫 外 線 照 射 部 ２ ０ に よ る 紫 外 線 の 照 射 又 は 非 照 射 の 電 源 ス イ ッ

チ １ ６ を 配 置 し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 紫 外 線 照 射 部 ２ ０ は 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ 及 び １ ８ ５ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 す る

低 圧 紫 外 線 ラ ン プ で あ る 。 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ の 紫 外 線 は 細 菌 細 胞 破 壊 及 び ウ ィ ル ス の Ｒ Ｎ Ａ

塩 基 鎖 を 断 裂 破 壊 し て 殺 菌 す る 作 用 を 有 す る 。 波 長 １ ８ ５ ｎ ｍ の 紫 外 線 は 空 気 中 の 酸 素 と

反 応 し て ヒ ド ロ キ シ ラ ジ カ ル 、 ス ー パ ー オ キ シ ド ア ニ オ ン な ど が 生 成 さ れ て オ ゾ ン に よ る

酸 化 殺 菌 及 び 脱 臭 す る 作 用 を 有 す る 。 紫 外 線 照 射 部 ２ ０ は 、 線 量 ３ ０ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ
２

の 紫 外

線 を 照 射 す る よ う に し て 、 人 体 の 影 響 を 低 減 し て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 紫 外 線 照 射 部

２ ０ は 、 線 量 ６ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ
２

～ ３ ０ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ
２

の 範 囲 と し て い る 。 線 量 ６ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ
２

よ り も 小 さ い と 照 射 対 象 物 か ら 離 れ た 場 合 に 十 分 な 殺 菌 効 果 が 得 ら れ な い 。 ま た 線 量 ３ ０

ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ
２

よ り も 大 き い と 人 体 に 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 。

　 フ ィ ル タ ー ３ ０ は 波 長 の 所 定 領 域 （ ｎ ｍ ） の 紫 外 線 の 透 過 を 遮 断 （ 本 実 施 形 態 で は 一 例

と し て 波 長 ２ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 紫 外 線 ） す る 石 英 ガ ラ ス を 用 い 、 こ の 石 英 ガ ラ ス は 肉 厚 １ ｍ

ｍ で 約 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の チ タ ン （ Ｔ ｉ ） を 含 有 し て い る 。 フ ィ ル タ ー ３ ０ は ケ ー シ ン グ 本 体

１ ２ の 照 射 穴 １ ４ を 覆 う 位 置 と 照 射 穴 が 露 出 す る 位 置 の 間 を 移 動 し て 照 射 穴 １ ４ を 開 閉 で

き る よ う に 取 り 付 け て い る 。 フ ィ ル タ ー ３ ０ で 照 射 穴 １ ４ を 覆 っ た （ 閉 じ た ） と き 、 照 射

穴 １ ４ か ら は 波 長 ２ ０ ０ ｎ ｍ よ り も 長 い 紫 外 線 、 換 言 す る と ２ ５ ４ ｎ ｍ の 紫 外 線 が 照 射 さ

れ て 、 １ ８ ５ ｎ ｍ の 紫 外 線 は 遮 蔽 （ カ ッ ト ） さ れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 構 成 に よ る 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 は 、 使 用 場 面 に 応 じ て 紫 外 線 の 波 長 を 選 択 で き 、
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例 え ば 、 手 す り 、 ド ア ノ ブ な ど の 場 合 、 紫 外 線 の 直 接 照 射 で は 紫 外 線 が 届 か な い 側 面 又 は

裏 面 が あ る た め 、 照 射 穴 １ ４ の フ ィ ル タ ー ３ ０ を 開 放 し て 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ と １ ８ ４ ｎ ｍ

を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ り 、 表 面 は 紫 外 線 の 直 接 照 射 に よ る 殺 菌 作 用 と

側 面 及 び 裏 面 は オ ゾ ン ガ ス に よ る 酸 化 作 用 に よ り 、 効 果 的 に 対 象 物 を 殺 菌 で き る 。

　 ま た 各 種 押 し ボ タ ン 、 キ ー ボ ー ド な ど 平 面 の 場 合 は 、 紫 外 線 を 直 接 照 射 に よ り 殺 菌 で き

る た め 、 照 射 穴 １ ４ を フ ィ ル タ ー ３ ０ で 覆 い 、 ２ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 紫 外 線 を カ ッ ト し て ２ ４

５ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 照 射 に よ っ て 殺 菌 で き る 。

　 図 ２ は 本 考 案 の 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ の と き ユ ー ザ

は ケ ー シ ン グ 本 体 １ ２ を 持 ち な が ら 裏 面 の 照 射 穴 １ ４ を 対 象 物 に 向 け て か ら 側 面 の 電 源 ス

イ ッ チ １ ６ を 入 れ て 紫 外 線 を 照 射 す る た め 、 ケ ー シ ン グ 本 体 １ ２ の 表 面 側 の ユ ー ザ に 紫 外

線 が 照 射 さ れ る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 電 源 に 自 動 照 射 停 止 （ オ ー ト パ ワ ー オ フ ） 機 能 を

備 え る 構 成 と し 、 照 射 し 続 け る こ と に よ る 浪 費 を 回 避 す る よ う に し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う な 本 考 案 に よ れ ば 、 使 用 場 面 に 応 じ て 効 果 的 な 紫 外 線 の 波 長 を 選 択 で き る 。 ま

た 線 量 の 弱 い 紫 外 線 で 人 体 の 影 響 を 低 減 で き 安 全 性 を 確 保 で き る 。 細 菌 細 胞 ウ ィ ル ス の Ｒ

Ｎ Ａ 塩 基 鎖 破 断 破 壊 に よ る 殺 菌 又 は ／ 及 び オ ゾ ン ガ ス の 発 生 に よ る 酸 化 殺 菌 を 用 い た 殺 菌

性 の 高 い 紫 外 線 殺 菌 装 置 を 提 供 で き る 。

　 以 上 、 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 本 考 案 は 、 上 記 実

施 形 態 に 何 ら 制 限 さ れ る こ と な く 、 本 考 案 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 変 更

が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 本 考 案 は 、 実 施 形 態 に お い て 示 さ れ た 組 み 合 わ せ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の

組 み 合 わ せ に よ っ て 実 施 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

１ ０ 　 携 帯 用 紫 外 線 殺 菌 装 置

１ ２ 　 ケ ー シ ン グ 本 体

１ ３ 　 ス ト ラ ッ プ

１ ４ 　 照 射 穴

１ ６ 　 電 源 ス イ ッ チ

２ ０ 　 紫 外 線 照 射 部

３ ０ 　 フ ィ ル タ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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